会社の使用人としての執行役員 by 今泉 邦子















19ヲ7年lニソニーが執仔役員制度を して以来， 日 の多くが，執
行役員制度を採用している。百経平均株価指数に含まれる企業のうち，


































































































































































































































結果に差はないことを?摂拠としている却。大阪地判昭和 37年 5月 31日


















































































































































































































































































































判昭和 39年 9月 30日判時 3935;子47頁および東京地判昭和 36年 8月 7EI金
286 ~予 5 頁がその担挺とされている泊。そうだとすれば，同条の適用に
rMjして，執行役員とや絞使用人合同議に解してよいかという掲題はあろう c
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